
神戸市陽気寮火災(1986.7.31)
http://www.bousalhaku com/bousaihaku2/images/exam/pdf/cOO9.pdf
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東村山市　特別養護老人ホーム松寿園火災
http://www.bousaihaku.com/bousaihaku2/images/exam/pdf/cOll･pdf
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･昭和62年6月6日23時30分頃

･2階のリネン室から出火､初期消火に失敗したこ

とにより､火煙が拡大｡

･建物用途･高齢者福祉施設

･RC造3階建て(耐火構造) ､築8年

･延床面積2014∩了(各階面積658m2) ､焼損面積

450 m]

･死者17名､負傷者25名

･当時の在館音数76名(2階:寝たきり老人36名､

3階:自力歩行者38名+寮母2名)

･消防用設備等は､消火器､屋内消火栓設備､日

動火災報知設備､非常放送設備､誘導灯やすべ
り台があった｡

･1987Lja6雪6望23人‡ 30呈召

12幸三I aJL=4^g王手Er書乱玉フト仝卦01l
^aiH智皇呈^1圭憎0[考EH.

･7J貴書呈:ユ習スr早天l^lJg

･RC杢3書7J書(LH卦千三)､ ^J毒手8Lja

･望叫甲qE_ 7:42014m2(71[書聖司658ml) ､

土合望司450mi

･人憎天日7乳早台村25琶!

･ E=ol人l里l利LJ朴手76望!(2書.封^ot土OJ 36雪,

3書:和琴呈響村38雪+見Od呈主人r2望)

･土皆暑^aLjl青書土封フ暮,号LH仝卦型JJBLjL

和音主卜利幸呈雀Ul,叫^oL営舎J'g靴音王寺t]Bi
正L世子杢EHフトOJq,^⊂L

.i 1 I I;､ I.r^¶　ぐ.111●.lt^/･EL.I L･_
･_.　･{ `･■tl JヽL■.LIltLL I-rハk~､L.JL T人L

スH--酬人r司-聖qt"酬酬-51聖号-}t 17



神戸市の社会福祉施設陽気寮火災(8人死亡昭和
61年(1986年)7月)及び

東京都東村山市の特別養護老人ホーム松寿園
の火災(17人死亡昭和62年(1987年)6月)

に伴う防火安全対策の強化

･この種の施設で初期消火に失敗した場合の避難誘導の難し

さが改めて浮き彫りになった

･スプリンクラー設備の設置規制の強化

昭和62年(1987年) ュo月

･社会福祉施設及び病院における夜間の防火管

理体制指導マニュアル(福祉施設避難マニュア
ル)の作成　　　　平成元年(1989年)3月
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福祉施設避難マニュアルの考え方

･就寝中の多数の自力避難困難者を､限界

時間(3分､ 6分､ 9分)内に､少数の職員で避

難させるためにはどうすべきか
･三要素を総合して防火安全性能を確保する

方法論を提示する必要
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福祉施設避難マニュアルのポイント

･　施設の実態に応じた避難計画の事前作成と訓練に

よる徹底が前提
･ ｢出火区画｣と｢隣接区画｣の概念の明確化

･　自力避難困難者は出火区画から隣接区画に限界

時間内に全員まず避難
･　その後さらに安全な区域に避難

･　各室の戸を閉鎖して区画を形成することによる限界

時間の延長を評価
･　バルコニーがある場合は､パルコニ-避難により避

難時間を短縮し､各室の区画形成で限界時間を延
長　う　効果を二重に評価
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限界時間の例(1)
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